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新
た
に
二
割
軽
減
制
度
を
導
入

国保税率改定

七
月
二
十
一
日
に
招
集
さ
れ
た
国
見
町
議
会
臨

時
会
に
お
い
て
、
国
見
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例

の
改
正
に
つ
い
て
審
議
、
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
国
保
税
条
例
改
正
で
、
加
入
者
の
負
担

を
軽
減
す
る
た
め
に
、
従
来
の
軽
減
制
度
に
加
え
、

新
た
に
二
割
軽
減
制
度
を
導
入
す
る
こ
と
が
盛
り

込
ま
れ
ま
し
た
。

国
保
財
源
内
訳

国
保
の
健
全
運
営
の
た
め
に
、
収

人
に
応
じ
た
保
険
脱
を
加
人
者
に
納

め
て
い
た
だ
く
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、

国
保
税
の
皀
に
も
国
や
県
そ
し
て
町

が
負
担
金
を
支
出
し
。
国
保
財
政
を

支
え
て
い
ま
す
。

そ
の
内
訳
は
、
下
の
グ
ラ
フ
の
と

お
り
。今

年
度
の
国
保
税
は

二
億
五
、
四
二
九
万
九
千
円

国
保
加
人
者
か
ら
納
め
て
い
た
だ

く
国
保
税
額
は
、
国
保
加
人
者
の
予

恕
医
療
費
か
ら
、
国
庫
補
助
金
等
を

差
し
引
い
た
破
り
の
分
と
な
り
ま
す
。

平
成

じ
年

度
の

国

保
税
額

は
、
一
。

億

五
ｒ

四
百

。‐‐‐
十
九

万
九
千

円
で
す

。

医
療
費

か
少
な

け

れ
ば

。
加
入
者

か

負
担
し

な
け

れ
ば

な
ら
な

い
国

保

税

額
も

少
な
ぐ

て
す

み

ま
す

。

元
気

に
球

ら
す

こ

と
は

か
け

が
え

の

な

い
財

産
で
す

か

ら
、
健

康
診

断

や
人
間
ド

ｙ
ク
な

ど

を
活
川

し
、
健

康
管

理
に

は
注
意

し

ま
し

ょ
う

。

【平成７年度　国　保　税　率】

区　　 分 ��課税削合 �椪　 率 内 れ は 年･ｉ �前 年 比

宸

割 �

所 得 割 �42 ％ �4.04  % (　3 , 87 % ) �十 0 靆 7

�資産割 �10 ％ �24.74  % ( 24.72 % ) �十 〇.02

応

益

割 �

被保険者

均 等 割 �33
％ �

一人あたり　

幻 . 546円（20.662円） �
Ｉ Ｓ¶円

�世幣別

甲 等 割 �15
％ �

一世帯あたり　25.253

円4.872  円 ) �
十 1 円

【一世帯あたりの平均国保税は？】
☆所得顔170万円 課税標準額 7 万円 固定資産税額6万8T一円の瑚合

所111 割 �ｰ  370. 円ｘ
べjr

－55,348円

資 産 割 �68､000 円ｘ
髫4 －16,823

円

均 等 割 � 幻 . 546円×　2.5 －53,865円

平 等 割 �25.253 円

合　　 計 �151  .289円

※最商限度額は52万円

二割軽減制度について
国保税は、条例で定める金額以‾Fの所得古層を

対象に均等割とｆ 等割を一律に六別及び四割の減

額 を行ってきましたが、今年慶より新たに二割軽

減制度が導入されました＠･　　　　　．.

これは、世帯と所得が少し異なるだけで軽減措

置を受けられなかった加入者のために、さらに国1

呆税の負担軽減を図るものです．

この二割軽減措置を受けるためには．申請書の

提出が必要となります．今年度は、対象となる加

入者にはそれぞれ．平成七年度膕保税確定賦課通

知と一緒に申請書をすでに送付しましたから、必

Ｓ事項を記入し．必ず提出してください．

－

問
い
合
わ
せ

税
務
課
　
課
税
係

ｓ
e
2
1
1
1
　
内
線
１
５
１

一
人
あ
た
り
の
医
療
費

二
十
四
万
八
千
円

国
見
町
の
一
人
あ
た
り
の
医
療
費

額
は
。
約
二
十
四
万
八
千
円
で
、
伊

違
郡
内
で
は
二
番
目
に
旺

い
医
療
費

額
と
な
り
て
い
ま
す
。



老人保健

医療費

七
十
歳
（
身
体
障
害
者
や
寝
た
き

り
な
ど
の
方
は
六
十
五
歳
）
以
上
の

方
が
受
診
す
る
場
合
に
は
。

・
老
人

保
健
制
度
』
に
よ
コ
・
‘
医
療
を
受
け

て

い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

老
人
保
健
制
度
は
、
高
齢
者
が
安

心
し
て
医
療
か
受
け
ら
れ
、
健
康
な

毎
日
を
過
ご
す
こ
と
か
で
き
る
よ
う

に
医
療
賢
負
担
を
軽
く
す
る
こ
と
を

日
的
と
し
た
制
贋
で
す
。

老
人
医
療
費
は

老
人

保
健
で

医
療
を

受
け

た
と
き

の

一
郎

負
担
金

は
、
外

来
の

場
合

。

一
つ
の
医
療
機
関
に
っ
き
毎
月
「

千

十

円

。
入

院
の
場

合
に

は
一
日

七

が
円

で

す

。

一
郎

負
担
金

を
除

い

た
医
療

費
は
、

各
種
健

康

保
険

加
入

者
か
納

め
て

い

る
保
険
料
と
国
や
県
、
そ
れ
に
町
が

負
担
し
て
い
ま
す
。

一
人
あ
た
り

四
十
七
万
円

国
見
町
の
平
成
六
年
度
老
人
医
療

費
総
額
は
、
七
億
二
千
五
百
六
卜
四

万
五
千
円
で
、
前
年
比
卜
五
・
六
％

の
伸
び
と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
を
一
人
あ
た
り
の
医
療
賢
に

置
き
換
え
て
み
る
と
、
約
四
卜
七
万

円
と
な
り
、
ト

ー
・
趾
％
の
伸
び
率

と
な
り
ま
す
。

一人あたりの老人医療費の推移

人
間
ド
ッ
ク
で
健
康
チ
ェ
ッ
ク

国
見
町
で
は
、
国
民
健
康
保
険
加

人
者
を
対
象
に
、
人
院
人
間
ド

。
ク

こ

納
二
日
｝
、
日
帰
り
人
間
ド

″

ク
を
火
施
し
ま
す
。

年
に

。
同
行
わ
れ
て

い
る
他
康
診

査
で
は
、
各
種
検
査
項
目
の
最
低
限

の
検
査
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す

か
、
人
間
ド

″
夕
は
多
く
の
項
目
を

検
査
す
る
点
で
検
診
と
異
な
り
ま
す
。

成
人
病
の
叭
」期
発
見
と
予
防
の
た

め
に
、
人
間
ド
ッ
ク
を
利
川
し
て
総

合
的
検
診
を
受
け
る
こ
と
を
お
勧
め

し
ま
す
。

■

対
象
青

閥
見
町
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険

者
で
六
十
九
歳
ま
で
の
み

■
申
込
方
法
と
期
限

料
金
を
添
え
て

保
健
福
阯
課
国
保

係
へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
．

申
込
期
川
は
九
月
円
日
か
ら
ト
ニ

日
ま
で
こ

■

問

い（
口
わ
せ

保
健
福
祉
課
　
四国
保
係

酋
S
2
1
1
1
　
内
線
１
４
３

●医 療費有効利 用●

六 ヶ 条
治梟ぷり予坊に

つとめよう．

費領よ＜ａ状の

鋭騁をしよう

皿●診黴は横橦

的に受けよう．

家庭医をもとう．

宋諷．置動､ 休

Ｉ の・ 呶3 康則

を守ろう ．

同じ男気でいく
つも違うみ医者

さんにかかるの

をやめよう ．

【人 間ド ッ ク 実施 内 容】
�人院人間ドック �日帰り 人間ド ック

検 査

一期 日 �　　　

平成７年10月　　

１　　　

平成８年３月

月曜日・水曜日・金曜日 �　

平成８年１月　　

Ｓ　

平成８￥３月

水曜日・木曜日

Ｕ
�

公　 立　 藤　 田　 総　 合　 病　 院

検 査

項 目 �

・身体測定・呼吸番系検竃・肝機能系険査・糖尿

系検査・胃腸器系検重・胆のう機能検査・腎機能

系検査・循環器系検査・血液検査・ガン検査（孔

ガン・子宮ガン・大腸ガン）

鬪
� １割　6. 円 � １割　3. 円

定 員 � 申込順　102 名 � 申込順　100 名

臂

も の �
国　 民　 健　 康　 保　 険　 芦E



思
い
出
い
っ
ぱ
い
つ
く
り
ま
し
た
！

小学生 とー鴫に競泳 です 地図をひろげて「ドイツのどのあたIJなの黔

花マルい っぱいもらいました、ヘヘヘ

鶴ケ城で ダンスじゃない 柔・ です

（
ド
イ
ツ
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
交
流
事
業
）

し
ｕ

一
．
十

一
洋
　
工

か

ら

．
．
．
ト

ー
日

ま

で

の

じ

卜

間

．

ド

イ

ツ

の

ス

ポ

ー

ツ

少

年

団

か

川

見

町

を

功

れ

、

ス

ポ

ー

ツ

か

↓通

し

て

国

原

女

流

を

し

ま

し

た

．

（

’
回

の

ド

／
Ｉ
ツ

ス

ボ

ー

ツ

少

年

団

ほ

は

、

’″

な

口

本

が

初

め

て

の

団

ほ

．

｛

昧

に

日

収

の

．ほ
、
持

仔

の

蒸

し

衿

さ

に

は

驚

い

た

よ

う

で

す

か

、

小

学

乍

水

泳

人

会

へ

の

参

加

、

凵

私

文

化

体

験

、

野

球

観

職

や

中

学

乍

と

の

７
、

ホ

ー

ツ

交

流

と

い

二

た

プ

ロ

グ

ラ

ム

に

’収

り

組

み

ま

し

た

ま

た

、

ホ

ー

ム

ズ

テ

ィ

ー
プ

ロ

グ

ラ

ム

は

．
．
泊

四

日

ホ

又

ト

フ

‥・

ミ

リ

ー
ー
と

一

緒

に

海

水

浴

や

キ

广

气
フ

、

あ

る

い

は

地

域

の

ｒ

ど

ら

冫

か

開

催

す

る

交

流

会

へ

参
』加
し
た
り
と
、
各
家
庭
ご
と
に
自

由
で
、
あ
り
の
ま
ま
の
民
間
交
流
を

行
い
ま
し
た
。

そ
し
て
三
十
一
日
、
団
員
た
ら
は

国
見
町
で
の
思
い
出
を
た
く
さ
ん
脚

に
、
次
・
の
霞
流
地
山
形
県
へ
と
旅
立

ら
ま
し
た
。

力いっぱいた たいていいんですか'?

サ・ヨ・ナ・ラ こけしづくりに擒戦



ふくしま国体ﾃﾞﾓﾝｽﾄﾚｰｼｮﾝ･ｽ ﾎﾟｰﾂ

ふくしま国体の夏季大会と秋季大会の期間中、正式競技のほかに

デモンストレーションとしてのスポーツ行事が行われます。

こ
の
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
ス

ポ
ー
ツ
行
事
は
、
ふ
ぐ
し
ま
国
体
の

広
報
川
知
は
も
ち
ろ
ん
、
閥
体
を
槻

に
、
正
式
競
枝
や
公
開
競
技
と
は
別

に
、
よ
り
多
く
の
県
民
に
し
ス
ポ
ー

ツ
に
親
し
ん
で
も
ら
お
う
と
開
催
さ

れ
る
し
の
で
す
。

夏
季
大
会
に
併
せ
て
行
わ
れ
る
デ

モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ー
ン
行
事
は
、
グ

ラ
ウ
ン
ド

ー
ゴ
ル
フ
、
少
年
剣
道
、

少
年
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
二
つ
。

こ
の
う
ち
。
国
見
町
か
ら
参
加
す

る
競
技
は
、
グ
ラ

ウ
ン
ド

ー
ゴ
ル
フ

と
少
年
剣
道
の
二
岐
技
。

ま
た
、
秋
季
人
会
デ
モ
ン
ス
ト
レ

ー
ジ
ａ

ン
行
事
の
う
ち
。
リ
レ
ー
オ

リ
エ
ン
テ
ー
リ
ン
グ
、
綱
引
。
ゲ
ー

ト
ポ
ー
ル
、
イ
ン
デ
ｆ
ア
カ
の
四
競

技
に
ト

ー
チ
ー
ム
か
参
加
し
ま
す
。

楽
し
ん
で
き
て
く
だ
さ
い
。

咬　技　 陲　目 � 出　　　　　　 場　　　　　　 選　　　　　　 ｆ

グラウンド・ゴ1レフ

ぐ鹿島ID 商岡町｝ �

引地　 守、斎藤　yl 、小柴　 実、岩淵　 嶌、五1-嵐栄誰

角田　 寛．黒沢 一八．材ｔ 水･ 、菅野　 実．商鳴 政亥

少　 年　 剣　 道

l長　 沼　ln �

市藤　 斎、断片　･平、佐藤 尚地、志吋 憲幸、人槻　蒙遠

斎藤　 賢．徳江 真産、高鳴1 彖裕

オリエンテーリング

ｒ人　 モ　 巾 �

渡辺佳奈子、?,田 沼美、遠藤　まゅ、斎藤　 誠．斎藤　 崇

阿部 曝人．松浦 幸紀、斎藤 裕幸、大竹 洋平．佐藤芙美ｆ

人沼 政子．曳地余津子．鳥橋 豊光、大竹 信克、中野 義人

綱　　　　　 引

|会 津 坂 ﾄ  ゙町 ｣ �

朽木　碵也、佐藤 富f･、佐藤笑喜子、菅野八重子，鳥原 久子
Ｅ夲蔓恵子、曹野三枝子．斎藤 朷･F、横山 照美．安藤 恵ff4

£野 玲子、佐藤 廊子、佐藤 渭 二、阿部 正幸、赤坂　 奈

膏野　正･.,1川ll　 武、膏野　･ 屶．安藤　 陌、安藤 盛人

安孫子孝由、安藤 四郎、佐藤 孝康、鳥橋 博行

ゲ ー ト ボ ー?ﾚ(

安　 迷　 町 ) �

小野 政之、鳥橋4f 裕、徳江　良彦、斎藤 箟･ ，近野　 勝

Ｅ手　 翊、１ 訳　一八、斎藤 誠一-、斎藤　 帰、吉旧　 こ夬

伊蘿　トシ、引地　 守、実沢　斬八．佐藤 政- 、佐藤 直哉

菅野　ｌ 石･、小緊　 実、ｊ 沢 渾一、1凵一塩栄愎、鳥橋 良友

中山　 隆、角田　 寛、人波　 弛

イ　ン デ ィ ア カ(

古　 殿　 町j �　･

条 保久、佐藤ァサ子、佐藤　畧平、佐 藤 、佐藤 勝雄

吉Ⅲｇ久f･、松浦 和子

夏
季
大
会
は
９
月
９
日
開
幕

ふくしま国体夏季大会は、９月９日に郡山

市の郡山カルチャーパークプールで閥会式が

行われ開幕します。

冬季大会が終わった時点での福鳥県の成績

は、天皇杯、皇后杯ともに６位。

【正 式競 技】 佃印 閹瀋H）

秡　 技 �
９
ｎ �1011�lln�12||� 倉　　　　　 場

陪 会 式�０ ����

郡山ヵ１チャーバークソール

竸　 泳�０ �０ �０
� ○

攪　 込�○�Ｄ �Ｏ

シンクロ ���０�０

闥 食 式 ����０

ボウリング�０ �０ �０ �０ �郡山ダイマツボール

水　 球�０ �０ �０ �０ �櫑鳥市中爽i眠プール

３ ７ Ｆ �０ �０ �０ �０ �いわさボザンマリーナ

カ ヌ ー�０ �０ �０ �○�
東根町阿農猥漕皿塲コース
東和町阿ｇ限川鳥山コース

?fl　 甎�０ �０ �０ �０ �高 郷 村野湘艇堝

き
れ
い
な
花
で

歓
　
迎

ふ
く
し
ま
国
体

’花
い

’．
ぱ
い
運

動
」
の
・．
環
と
し
て
、
七
月
二
十
三

日
と
Ｉ
．
十
七
日
の
両
卜
、
町
内
会
ほ

や
婦
人
会
八
の
み
な
さ
ん
か
、
マ
リ

ー
ゴ
ー
ル
ド
や
サ
ル
ビ
ア
、
コ
ス
モ

ス
な
ど
の
苗
を
植
え
ま
し
た
。

国
道
円
号
日
向
交
差
点
の
歩
道
に

は
。
阿
津
賀
志
山
を
模
っ
た
花
壇
か

お
目
見
え
。
信
ゆ
待
ら
を
し
て

い
る

ド
ラ
イ
バ
ー
の
日
を
楽
し
ま
せ
て
い

ま
す
。

グラウンド・ゴルフの練習

花岨づくり



ま
っ

す
ぐ

す
こ

や

か

に

～
青
少
年
育
成
町
民
会
議
総
会
～

毎
年

七
月
か

「
青

少
年
を

非
行

か

ら
守
る

全
国
強

調
月

間
」
で

あ
る

こ

と
か
ら

、
国
見

町
青

少
年
育

成
町

民

会

離

（
冨
永
武

夫
会

長
）

の
定
例

総

会

か

。
卜
九

日
に

開
催
さ

れ
ま
し

た
。

会
議

に
先

立
ち

、
冨
永
会

艮

が

『
家

庭
に

お

い
て

も
町

に
お

い
て
も

ｆ

ど
も
は
宝

。
家

庭
と

学
校
、
そ

し

て
地

域
か

一
体

と
な

１
て

育

む
こ
と

か
大

切
で
す

」

と
あ

い
さ
つ

。

そ

の
後

、
国
・Ｈ
｀
町
青

少
年
育

成
町

民
会

議
表

彰
規
程

に
基

づ
き

、
青
少

年

の
健

全
育
成

に
功
績

の
あ
・

た

一

個

人
と

二
団
体

を
表
彰

。

ま
た

、
会
議

で
は
平

成
六

年
度

の

事

業
報
告

と
決

算
報
告

。
平

成
七

年

度

の
事
業

計
画

及

び
予
算

を
審
駁

し

ま

し

た
。

青
少

年
自

書
に
よ

る
と

、
少
年

非

行

は
昭

和
五

十
八
年

を

ピ
ー
ク

に
わ

ず
か
な

か
ら

減
少

し
て

い
る
も

の
の

依
然

と
し
て

注
意

を
要
す

る
水

準
に

あ
り

、
強
盗

や
恐

喝
な

ど
の
凶
悪

事

件
及

び
万
引

き
、

暴
走

族
の
Ｉ
走

行

為

、
人

麻

や
薬
物

乱
用

、

い
じ
め

に

よ

る
事
件

や
自
殺

。
性

の
逸
脱

行
為

の

増
加

な
ど
か
あ

げ

ら
れ
る

と
の

こ

表
彫
さ
れ
た
個
人
と
団
体
は
次
の

と
お
り
・
　
　
　
　

（
敬
称
略
）

■

個
人長

谷
川

宗

夫

■
団
体塚

野
目
ス
ポ
ー
ツ
搬
興
会

人
技
ス
ポ
ー
ツ
振
興
会

町

民

会

謫

の

総
会

大
枝
季
節
保
育
所
で

園
児
と
お
年
寄
り
の
交
歓
会

七
月
九
日
。
人
枝
季
節
保
育
所
で
、

園
児
と
お
じ
い
ち

ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち

ゃ
ん
の
交
歓
会
か
行
わ
れ
ま
し
た
。

冨
永
町
長
か
「
入
所
時
に
比
べ
る

と
男
の
子
は
た
く
ま
し
く
、
女
の
子

は
一
層
か
わ
い
ら
し
く
な
り
ま
し
た
。

圃
児
か
こ
の
Ｈ
の
た
め
に
練
習
し
て

き
た
発
豪
を
最
後
ま
で
楽
し
ん
で
く

だ
さ
い
」
と
あ
い
さ
っ
し
た
後
、
園

児
十
九
名
か
歌
や
お
逝
厳
を
発
表
し

ま
し
た
。

こ
の
交
歓
会
は
今
年
で
ト
ニ
回
日
・

こ
の
日
、
招
待
さ
れ
た
地
区
の
高
齢

矜
は
お
よ
そ
百
名
。
園
児
た
ち
の
発

表
が
終
わ
る
ご
と
に
、
人
き
な
拍
ｆ

を
送
っ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
横
山
幸
子
さ
ん
に
よ
る
お

む
し
ろ
い
民
話
や
Ｊ
Ａ
婦
人
部
ほ
に

よ
る
日
本
舞
踊
も
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

地
区
の
み
な
さ
ん
か
準
備
し
た
ご

ち
そ
う
を
食
べ
な
が
ら
楽
し
い
ひ
と

と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。

圃児の発表に拍平

夏の交通事故防止運動

交通安全ﾃﾝﾄ 村

夏
の
交
通
事
故
防
比
県
民
総
ぐ
る

み
迎
助
か
七
月
二
十
一
Ｈ
か
ら
三
十

日
ま
で
の
十
日
間
行
わ
れ
、
二
十
五

日
に
は
、
貝
田
地
内
で
交
通
安
全
テ

ン
ト
村
作
戦
か
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
口
の
テ
ン
ト
村
作
戦
に
は
、

冨
永
町
艮
や
尾
形
桑
折
警
察
署
長
ら

国
見
町
交
通
安
全
対
策
協
議
会
委
・貝

が
参
加
し
、
通
行
す
る
ド
ラ
イ
バ
ー

一
人
ひ
と
り
に
、
交
通
安
全
を
呼

び

か
け
ま
し
た
。

こ
の
運
動
は
、
夏
特
有
の
解
放
感

に
よ
る
無
謀
運
転
等
に
伴
う
交
通
事

故
か
多
発
す
る
こ
と
か
ら
、
交
通
安

全
意
識
を
高
め
、
正
し
い
交
通
ル
ー

ル
や
マ
ナ
ー
と
交
通
事
故
防
止
の
徹

底
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
実
施
さ
れ

た
も
の
で
す
。

今
回
の
運
助
の
重
点
事
項
は
、
シ

ー
ト
ベ
ル
ト
の
着
川
徹
底
、
青
少
年

の
交
通
事
故
防
止
、
子
ど
も
の
交
通

事
故
防
止
の
。。一
点
。

4隘鳥県警Ｊ べ）

気をつけて



公 共 下 水 道 の
一部供用開始を前に

２

国
見

町
で

は

、
み

な
さ
ん
の

ご

協
力

に

よ
り

、
昭

和
六
十

三

年
度
か

ら
公

共
下

水

道
の

建
設

を
行
っ

て

き
ま
し

た

が
、
平

成

八

年
四
月

か
ら
一

部

の
地
域

で
下

水
道

の

利
用

が
で

き
る

こ
と

に
な

り
ま

し
た

。

今
後
は

。
町

の
公

共
下

水
道

の
管
理

及

び

使
用

に
つ

い
て
の

条

例
や
受

益
者

負
担

に
か
か

る
条

例
に
つ

い

て
、
町

議
会
の

議

決
を

経
て

制
定
す

る
こ

と
’に

な
り
ま

す
。

今
後

も
、

公
共

下

水
道
に
関

す
る

さ
ま

ざ
ま

な
内

容
を
シ

リ

ー
ズ
で
お

知
ら

せ

い

た
し

ま
す

。

下

水
道
が
整
備
さ
れ
る
と
…

み
な
さ
ん
の
家
庭
で
は
．
台
所
や

浴
室
な
ど
の
排
水
と
と
も
に
、
し
尿

も
直
接
下
水
道
に
流
す
こ
と
か
で
き

る
よ
う
に
な
り
、
い
や
な
臭
い
の
な

い
衛
生
的
で
快
適
な
生
活
が
営
め
る

よ
う
に
な
り
ま
す
．

公
共
下
水
道
か
使
用
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
す
と
、
み
な
さ
ん
の
家
庭

の
風
呂
や
台
所
か
ら
の
汚
水
（
雑
排

水
）
に
つ
い
て
は
、
六
か
月
以
内
に

排
水
設
硝
を
股
置
し
．
公
共
汚
水
ま

す
に
接
続
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な

り
ま
す
。

ま
た
、
く
み
取
り
式
ト
イ
レ
に
つ

い
て
は
、
三
年
以
内
に
、
公
共
ド
水

道
に
接
続
し
た
水
洗
ト
イ
レ
に
改
造

す
る
こ
と
が
建
物
の
所
有
者
に
義
務

付
け
ら
れ
ま
す
。

公

共

汚

水

マ
ス
．と

は
…

家
庭
の
雑
排
水
や
事
業
所
の
汚
水

を
下
水
道
に
流
す
た
め
．
ま
た
．
清

掃
や
水
質
検
査
の
た
め
に
も
必
要
な

も
の
で
す
．

町
で
は
、
下
水
道
工
事
の
際
に
、

申
請
に
よ
り
一
宅
地
に

Ｉ
基`
の
公
共

汚
水
マ
ス
を
設
置
し
ま
す
．

排
水
設
備

排
水
設
備
と
は
、
家
庭
の
台
所
や

浴
室
。
洗
濯
水
な
ど
の
排
水
と
水
洗

ト
イ
レ
か
ら
の
汚
水
を
排
水
管
に
よ

っ
て
公
共
汚
水
マ
ス
に
接
続
す
る
部

分
ま
で
の
施
設
を
い
い
ま
す
。

排
水
設
備
は
、
み
な
さ
ん
か
維
持

管
理
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
。

粗
悪
な
工
事
や
違
法
な
工
事
か
々
さ

れ
な

い
よ
う
、
町
で
指
定
し
た
排
水

般
匈
指
定
工
事
店
と
み
な
さ
ん
と
の
契

約
に
よ
っ
て
工
事
を
行
っ
て
い
た
だ

く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

建ll が遭む浄化センター

下
水
道
使
用

料

汚
水
を
き
れ
い
に
す
る
た
め
に
は
、

流
城
下
水
道
浄
化
セ
ン
タ
ー
｛
県
で

維
持
管
理
｝
の
運
転
縄
費
の
負
担
や

下
水
道
の
清
掃
、
修
理
な
ど
の
多
額

の
維
持
腎
理
費
が
必
要
で
す
。

下
水
道
使
用
料
は
、
こ
の
よ
う
な

維
持
管
理
費
に
充
て
ら
れ
る
も
の
で

す
。ま

た
、
こ
の
下
水
道
便
用
料
は
、

上
水
道
の
使
用
阯
を
下
水
の
敖
と
見

な
し
て
支
払
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
に

な
り
ま
す
。

な
お
、
井
一
尸
水
な
ど
上
水
道
以
外

の
水
を
使
用
す
る
場
合
は
、
用
途
や

営
業
の
種
類
、
人
貝
等
を
考
慮
し
な

が
ら
使
用
し
た
最
を
認
定
し
ま
す
。

受
益
者
負
担
金

下
水
道
が
整
備
さ
れ
る
こ
と
に
よ

り
、
利
益
を
受
け
る
人
（
受
益
者
と

い
い
ま
す
）
に
対
し
て
、
下
水
道
建

設
穴
の
一
部
に
充
て
る
た
め
受
益
の

範
囲
内
で
賦
課
す
る
負
担
金
で
す
。

そ
の
負
担
金
は
、
都
市
計
画
法
に

基
づ
き
、
町
の
条
例
で
定
め
て
賦
課

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

下
水
道
が
整
備
さ
れ
る
と
汚
水
の

排
除
か
で
き
る
だ
け
で
な
く
、
周
辺

の
生
活
環
境
も
改
輯
さ
れ
ま
す
。
し

た
が
っ
て
、
下
水
道
の
な
い
地
城
と

比
べ
る
と
そ
の
土
地
の
利
用
価
値
か

上
が
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
し
か
し
。

下
水
道
事
業
費
か
主
と
し
て
国
や
町

な
ど
の
公
費
（
税
金
な
ど
）
で
行
わ

れ
て
い
ま
す
か
。
下
水
道
の
便
益
を

受
け
る
の
は
下
水
道
か
設
置
さ
れ
た

地
城
の
人
々
に
限
ら
れ
ま
す
。
下
水

道
の
般
置
に
よ

り
て
利
益
を
受
け
る

人
々
に
も
建
設
費
の
一
部
を
負
担
し

て
い
た
だ
く
こ
と
か
負
担
の
公
平
で

あ
る
と
の
考
え
か
ら
、
こ
の
制
度
が

生
ま
れ
、
採
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

な
お
。
こ
の
受
益
者
負
担
金
は
、

排
水
区
城
内
の
土
地
の
而
積
に
応
じ

て
支
払
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
、

下
水
道
建
設
費
の
一
部
に
充
て
ら
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

下
水
道
使
用
料
と
受
益
者
負
担
金

に
つ
い
て
は
、
国
見
町
公
共
下
水
道

事
業
運
営
審
謙
会
の
審
議
を
へ
て
、

町
議
会
で
決
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

お
願
い

下
水
道
工
事
が
実
施
さ
れ
る
と
、

道
路
の
交
通
等
、
い
ろ
い
ろ
’な
面
で

ご
迷
感
を
お
か
け
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
か
、
下
水
道
早
期
完
成
の
た
め
、

み
な
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

都
心
整
備
課
　
下
水
道
係

霏
剪
2
1
1
1

内
線
２
６
１
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下
水
道
排
水
設
備

工
事
責
任
技
術
者

試
験
案
内

■
試
験
日
及
び
場
所

●
平
成
七
年
十
‐１
月
十
日

●
郡
山
市
熱
海
町

磐
梯
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル

－

試
験
方
泌

●
筆
記
試
験

－

申
込
期
間

九
月

一
日
？

九
月

】
．
十

九
日

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ

都
市
整
備
岬
　
Ｆ
水
道
係

魯
芻
2
1
1
1
　
内
線
２
６
１

町民運動会を開催

早成４年度から建設を進めてきた上

野台スポーツゾーン・多日的 グラウン

ドかいよい よ完成します。これを記念

して町民運動会を開催します。

■開催期日

平成７年10月 日 ( 日 )

■ 会場

上野台スポーツゾーン

多目的グラウンド

＊ Ｃわしいことは後日お知らせします．

観月台公園管理についてのお願い

愛 大運動時 の フンの 後始 木、 タバ コの 吸い

殼 、 ゴミ、空 き缶等は 、お 持ち帰 り くだ さ

し丶．

幼 児や歩行 者保 護の た め歩道内 へ の自転 市 、

ロ ー ラー ボード、ロ ー ラー スケート ． バ イ

ク等の 乗り 入れはおや め くだ さい．

樹 木は 大切に 、

屋外広告物をきれいに

する運動

月　　間

８ 月

平成７年度　自衛官募集案内

秘　!↓S　職　 目 ��４　　　　　　　　 挌 � 受　　け　　 閧　　間 � 試　験　場

眥　　限　　 埔　　士 ��鳥卒 汲 込 度 27歳 耜蒟老 �

８旧[ 卜9  月 8 日 �福鳥駐屯地ほか
－般 眥 接 補 学 生 ��

鳥卒4 見込）代度21歳未満き

甬 衛官は22歳未満拓

防 衛 人 学 校 幸 乍 ��
鳥參（ 見込〕曜度21歳未満占

哨 衛官は23歳未満者｝ �

推 薦　９月５口一一９１Ｄ Ｈ �隅　須 賀　市

���一般　9 月 18 H～目 日�抛島駐屯地はか

防 衛 医 科 人 字 幸 生 ��鳥や｜兇込）眤度21歳未満者 � ９月181匚0  月 16 日 �Ｍ鳥駐屯地ほか

航　　空　　学　　生 ��鳥卒1,見込）程度21歳未満者 � り 川 口～９月８日 �郡 山 駐 屯 地

冊 護　学　生 汝 力 ��臨卒（兄込）陛度22歳未満き � ９旧8 日-､10月20日 �鴣島駐屯地ほか

自 衛 隊 生 徒 団 刋 ��中 卒（兇込囗7 歳 未 満 者 �11月 囗亅一F 成８吊卜14 日 �福鳥駐屯地ほか

貸　　費　　学　　生

(自衡限奨学金制慶) ��

大学（大学院）に在学する学生

で歯学・理学・工学を専攻し修

学後、自衛隊で勤務する書 �

月 4 卜ー 平 成 8 年 2 月 2 日 �仙　 台　rli

二等陸・海・空1: �
男 子 �鳥卒（兒込）程度27歳 未満 舂 � 川口 日~･9 月 �福島駐屯地ほか

�女子�18歳 以 止 27  歳 未 満 き � ８月１Ｈヽ９川5 日 �郡 山 駐 屯 地

■問い合わせ　 住民課　戸籍住民係　085  - 2 】  　内線131



ご
存
じ
で
す
か

検
察
審
査
会

交
通
事
故
。
詐
欺
、
お
ど
し
な
ど

の
被
害
に
あ
い
、
讐
察
や
検
察
庁
に

訴
え
た
か
倹
察
官
か
裁
判
に
か
け
て

く
れ
な
い
…
。

こ
の
よ
う
な
不
満
を
お
持
ち
の
方

は
検
察
審
査
会
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

相
談
や
申
立
て
に
つ
い
て
の
費
用

は
無
料
で
す
。

秘
密
は
囚
く
守
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

福
島
地
方
裁
判
所
内

福
島
検
察
審
査
会
事
癆
局

Ｓ
哨
2
1
5
6
　
内
線
２
７
４

第8 回町民ウォーキング大会

～みんなで歩いて健康づくり～

平成７年９月10 日 ( 日 )　8:30 ～

国 見町観月台文化センター （屋外プラザ）

参加申込　 保健福祉 課(  お 一 幻 11 )

巾込期間　 ９月８日まで

何
よ
り
も

確
か
な
お
守
り

自

賠

責

自
動
車
損
古
鵬
償
責
任
保
険
（
共

済
）
は
、
自
動
車
扱
害
略
俄
保
障
法

に
よ
り
加
人
か
畏
務
付
け
ら
れ
て
い

ま
す
。
違
反
し
ま
す
と
六
月
以
ド
の

懲
役
又
は
五
万
円
以
下
の
罰
金
、
さ

ら
に
は
違
反
点
数
六
点
で
免
許
停
匝

処
分
と
も
な
り
ま
す

。

バ
イ
ク
に
は
眼
検
制
度
か
な
く
、

自
動
車
批
害
賠
償
責
任
保
険
の
加
入

状
況
の
チ
エ

。
ク
か
行
わ
れ
な
い
た

め
、
無
保
険
車
か
発
生
し
て
い
ま
す
。

加
入
手
統
は
、
損
害
保
険
会
社
、

同
代
理
店
、
農
協
で
取
り
扱

Ｊ
ヽ
い

ま
す
。

ま
た
、
原
付
き

バ
イ
ク
の
保
険
料

（
共
済
金
）
は
、
次
の
と
お
り
。

八
年
契
約

�
四
年
契
約

�

．
，一
年

契

約

�
．
．年
契
約

�
．
年
契
杓

�

―－

１

契

約

叭

言

言

約
．
五
、
○
○
○
剛
一

�
�
�
�

釣

Ｌ
、
九
〇
〇
円

�
　
　
　
　

ｒ
Ｌ
Ｉ

Ｆ
－

共

済

掛

企

な
お
、
死
亡
事
故
の
場
合
は
二
ｆ

万
円
ま
で
、
障
害
事
故
の
場
ａ

は
び

二
十
万
円
ま
で
の
保
険
金
か
支
払
わ

れ
ま
す
。

雇
用
保
険
の
継
続
給
付
が
は
じ
ま
り
ま
す

甲
成
七
年
四
川
一
日
に
施
行
さ
れ

た
改
正
雇
用
保
険
法
は
、
失
業
給
付

に
加
え
て
、
新
た
に
雇
川
雛
続
給
付

（
高
年
齢
凧
用
継
続
給
付
・
育
児
休

案
給
付
）
か
創
設
さ
れ
。
九
月
一
日

か
ら
支
給
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

《
商
年
齢
者
雇
用
桃
続
給
付
》

瓦
年
以
上
の
陂
保
険
者
期
間
の
あ

る
六
十
畿
以
上
六
十
五
歳
恥
満
の
被

保
険
者
で
、
六
十
歳
時
点
の
資
金
の

八
五
％
未
満
で
働
い
て
い
る
場
合
に
。

最
高
で
賃
金
の
二
十
亙
％
が
支
給
さ

れ
ま
す
。

四
月
一
日
現
在
、
六
十
歳
以
上
六

十
五
歳
末
満
の
陂
保
険
者
に
は
経
過

措
雌
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

《
育
児
休
業
給
付
》

一
歳
未
満
の
子
を
養
育
す
る
た
め

育
児
休
叢
す
る
被
保
険
者
に
、
休
業

中
は
貨
金
の
一
一
十
％
が
職
楊
復
帰
六

か
月
経
過
後
に
賃
命
の
五
％

が
休
業

し
た
月
数
分
支
給
さ
れ
ま
す
。

四
月
一
日
現
在
。
育
児
休
業
し
て

い
る
被
保
険
者
に
は
。
経
過
措
置
が

適
川
さ
れ
ま
す
。

な
お
、
支
給
を
受
け
る
た
め
に
は
、

受
給
資
格
破
認
の
手
続
き
か
必
要
で

す
。

詳
し

い
こ
と
は
、
福
島
公
共
職
楽

安
定
所
へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

福
島
公
共
職
業
安
定
所

韲
劭
4
1
2
1

第31回全国身体障害者スポーツ大会
■ 会 期

平成 ７年10月28 日（土）から29 日（日）

攤競技樋口・会場

陸　　 ｋ　　吸　　技 �あづま総合運助公園陸1;競技増

ア　ー　チ　J. リ　ー �あづま総合連動公園あづま球鳩

水　　　　　　　 泳 �

あづま総合運動公間総合体育館卓　　　　　　　 球

啾イスバスケ川･ボール

グラウンドソフトボール �t･六沼公園スポーツ広場

バ　レ　ー　ボ　ー　ル �福鳥市国体記念体町館

■ 入場 利川は無料で すが、開会式及び閉会式の観覧には、

それぞれ人川整理券 が必留です。

・巾込期閥

8 月 幻日から ９月22H

●巾込 を

保健福祉課 福祉係（き85 ｰ 幻 内線145)
＊ 会増 冊辺 には駐車場がありません。 福鳥駅西日 から無料

の臨時 バスを運行し ますからご 利用ください。

阪神大震災義援金

(７月受 付分〉

名古屋鉄道株式会社

国見名鉄レ スト ラン様

２０,０００ 円

ありがとうござい ました。

観月台文化情報

９月10日（日）「芹 洋子 コンサート」

☆時 間 午後２時 ☆全席自山

☆ 前発券発売中　 一般2.  网円

高 校生以下l,    沿円

F四千の歌j や「坊がっる讃歌」

はもちろん「 青春」「ふるさと」

など、叙情歌の数々をどうぞ、



PUBLIC

HALL
NEWS

公
民
館
だ
よ
リ

国

見

町
公

民

館

国
見
町
大
字
藤
田
字
観
月
台
1
5

き
　

卿
2
6
7
6

F
A
χ

助
2
7
0
7

少
年
仲
間
づ
く
り
教
室

キ
ャ
ン
プ
研
修
で
思
い
出
づ
く
り

少

年
仲

間
づ
く

り
教
室

の

キ

ャ
ン

プ
研

修
・
は
、
蔵
王
連

峰

の
南
輒

に
広

が
る

国
立
南

蔵
王

青
少
年

野

営
場
で

‐’へ
り
一
。日

か
ら
四

日

ま
で

行
わ

れ
ま

し

た
「
。

こ

の
教
室

は
小

学
円
年

生

以
上
を

対
象

に
、

学
校
や

学
年
を

超
え

た
俥

間

づ
く

り
を
し
な

が
ら

、
人

と
人

と

の

ふ
れ
あ

い
を
人

切
に
す

る

こ
と

に

よ

り
児
童

の
健
全
育

成

を
目

指
す

の

か
口
的
で
す
。
べ
’
堕

は
こ
の
キ
ャ
ン

プ
研
修
に
二
Ｉ
四
名
の
児
童

が
参
加

し
ま
し
た

第
一
日
口
は
観
月
台
文
化
セ
ン
タ

ー
を

バ
ス
で
出
発
し
、
野
富
場
に
到

翦
後
、
楼
食
、
テ
ン
ト
直
営
、
炊
飯

活
動
等
を
行
い
ま
し
た
一

班
（
ｈ
い
の

協
力
に
よ
り
叶
川
内
に
砧
一
日
日
の

予
定
を
無
事
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま

し
た
『
。。

一
日

日
は
、

自
分

た
ち

で
お

に
ぎ

り
を
作

っ
て
、

近
く

の

．水

芭
蕉

の

＆

】
ヘ
（

イ
キ

ン
グ

に
出

か
け

ま
し

た
最
筏

の
卜

は
、

テ

ン
ト

の
撤
収

什

絮

と
設

営
場
所

の
祐
縁

で
す

．

阯
池

の
あ

と
に
設
営
す

る

人
が

気
持
ち

良

く

使
え

る
よ
う

に
、
時

川

を
か

け
て

諸

掃
し

ま
し

た

一
．．
卜
間
に
わ

た

り
、
‥’ａ
さ
に
も

負

け

ず
ぢ
朏

竚
忿
‥八
か
協

心

し
あ

っ
て

店

動
し

、
楽
し

い
思

い
出

か
で
き

ま

し

た
．

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
に

つ
い
て
学
ぶ

く

に
み
な
們

教
室

は

。
Ｌ
Ｕ
Ｉ

二

日
、
一

九
日

の
り・
回
に

わ
た

り
．
福

鳥

市
叺

部
学
帳

給
食

セ

ン
タ
！

栄
鳬

卜

の

杉
崎

．
‐冖

左
生

を
溝

師

に
．

‐‐

卜
Ｌ
名

が
参
加

し
て

、「
コ

レ
ス
テ

ロ

ー
ル
の
吸

い
食

事

‘
に
つ

い
て
講

義

と
実

習
を
行

い
ま

し
た
．

コ

レ
ス
テ

ロ

ー
ル
は

一
人
３

０
０

～
５

０
０

陶
か

め
や
す
で

、
そ

れ
以

Ｌ

に
な
る

と
脂
肋

硬
化

か
お

こ
る
．

動
物

性
脂
肋

の
と

り
す

ぎ
、
糖

質
の

が
』’り
す
ぎ

か
要
因

で
あ

り・
、

助
物
性

油
脂

よ
り

雛
物
性
油

脂

、
肉
油

よ

り

魚
油

を
と

一．
た
方

か
よ

い

と
い
う

こ

と
で

し
た

’・

ま

た
、
散
喩

、

ジ

ー
ギ

ン

グ
、
体
操

な

ど
運
動

も
長

期
的

に

貰

行
す
る

こ
と

が
人

切
で
あ

る
な

ど

の

話
で
し

た
．

続

い
て

の
実
円

で

は
前

回
の
講

義

を
し

と
に
、
牛

肉
の

巾
琴

風
し

ゃ

ぶ

し
ｙ

．ふ
冷
裂

、
油

楊
げ
の

包
み
焼

き
．

さ
っ

ま

い
も

の
ソ
テ
・
ｉ
、

い
わ

し
の

ビ
リ

カ
ラ
ソ

ー

又
か
け

の
円

品
か
一
作

り
ま

し

た
．

「
Ｌ
丸
次

第
で

、
低

力

口
り
Ｉ・
な

か
・
７
ｙ

豪
華

な
料

理

が
で

き

た
一

と

．
　
鑒
　０
．

ん
で

い
ま

し
た
７

・ テント設営 を行う仲問 づくり教室生

▲２日目ば 水芭荀の蟲』ヘハイキンク

▲コレステロールについ て講義 を受け た女性教窒

成
人

学

級

郷
土
の
歴
史
を
学
ぶ

去

る
Ｌ
川

十

川
川

、
午
後

一
時
半

か

ら
観
爿
台

夊
化

セ
ン

タ

ー
第

．
会

淇
室

を
会

場
と
じ

て
、

「
郷
Ｌ

の
歴

史

｀
４
一
学

ぶ
と

い
う

学
ぷ口
題
日

で

乍

習
会

を
吁

い
ま

し
た
．

講

師

に
は
、

轟
訌
野

小

皎
長
の
峻

部

齔
俊
先
生

を

お
招
き

し
ま

し
た
．

は

じ

め
に
、
川

地
町
内

の
身

近

に

あ
る

地
名

を
挙

げ
な
か
・
气

そ

の
山

恥
等
に
っ
い
て
、
歴
史
を
知
る
素
材

は
身
の
川
わ
り
に
数
多
く
存
在
す
る

こ
と
、
そ
れ
に
私
達
か
気
付
か
な
い

で
い
る
こ
と
な
ど
を
話
さ
れ
ま
し
た
。

麗
史
を
探
り
知
る
こ
と
は
、
先
ず

気
づ
ぐ
事
か
大
切
で
あ
る
と
述
べ
ら

れ
ま
し
た
。

き
ら
に
光
生
か
ら
、
そ
れ
を
調
べ

る
手
だ
て
と
し
て
、
例
え
ば
、
地
名
、

溜
池
、
沼
、
石
造
物
、
姓
。
家
系
図

涌
水
、
呶
、
河
川
の
名
等
に
ふ
れ
ら

れ
。
そ
れ
ら
の
も
の
が
、
時
間
的
流

れ
の

。
節
一
節
に
お
い
て
、
大
き
な

心
味
や
価
値
が
あ
る
の
だ
と
言
う
こ

と
を
解
り
や
す
く
話
さ
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
、
郷
上
の
歴
史
を
探
り
知

る
事
は
、
我
々
の
土
 
1 ′
の
み
で
絶
や

寸
令
な
く
、
次
の
世
代
や
時
代
へ
と

受
け
継
が
れ
て
こ
そ
意
義
か
あ
り
。

耶
上
の
歴
史
と
し
て
更
に
価
値
の
高

い
む
の
に
な
る
で
あ
ろ
う
と
結
ば
れ

人
変
斤
意
義
な
学
習
会
で
し
た
。

▲歴史について理解 を深めた成人学 級



彩
り
鮮
や
か
な

朝
顔
を
観
賞

～

阿

津
賀
志
学
級

～

阿
津
賀
志
学
級
で
は
学
習
の

］
環

と
し
て
朝
顔
の

ご

人
一
鉢
栽
培
”

に
取
り
組
ん
で
お
り
、
そ
の
成
果
を

柤
互
に
披
露
し
合
う
観
賞
会
が
八
月

九
日
、
観
刀
台
文
化
セ
ン
タ
ー
体
宵

館
で
開
か
れ
ま
し
た
。

観
賞
会
に
は
学
級
生
か
丹
精
込
め

て
育
て
上
げ
た
約
五
十
点
が
展
示
さ

れ
、
会
場
は
色
と
り
ど
り
の
花
を
つ

け
た
朝
顔
か
美
し
く
咲
き
掎
り
。
華

や
い
だ
雰
囲
気
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

４ アサガ オに見入る学 級生の 觜さん

和
紙
工

芸
教
室

～

阿
津
賀
志
学
級
～

第
四
回
阿
津
賀
志
学
級
和
紙
工
芸

教
室
か
八
月
一
日
に
実
施
さ
れ
ま
し

た
。加

回
ま
で
は
組
立
て
と
和
紙
の
張

り
付
け
で
し
た
か
、
今
回
は
最
後
の

作
業
と
し
て
、
つ
や
出
し
液
を
塗
る

仕
上
げ
で
し
た
。
和
紙
の
上
に
つ
や

出
し
化
粧
さ
れ
た
作
品
は
。
す

っ
か

り
品
格
も
あ
が
り
、
各
人
が
製
作
の

喜
び
を
感
得
し
て

い
ま
し
た
。

最
後
に
作
品
を
互
い
に
見
せ
合
い

講
師
の
先
生
の
講
評
４
’い

た
だ
き
ま

し
た
。

次
回
最
終
同
は
、
み
ん
な
か
老
眼

鏡
を
使
用
し
て
い
る
と
の
事
で
メ
が

ネ
ケ
ー
ス
作
り
の
予
定
で
す
。

▲ 和紙 工芸に取り嶇む阿泣賀志傘繕１

子
ど
も
た
ち
に

手
づ
く
り
の
お
や
つ
を

～
子

育
て

教

室
～

子
斤
て
教
室
の
「
お
や
っ
を
作
る

１
」
は
七
月
二
十
一
日
、
約
四
十
人

の

お
母
さ

ん
か
出

席
し

て
観
月

台
文

化

セ
ン
タ

ー
で
行

わ
れ

ま
し

た
。

幼
児

に
欠

か
せ

な

い
お
や
っ

は
、

愛

情
の
こ
も

っ
た

お
ほ

さ
ん

の
Ｆ

づ

く

り
か
最
為

で
、
そ

の

レ

パ
ー
ト
リ

ー
を

増
や
し

今
後

の
子
膏

て

に
役
立

て
よ
『
？

卜

‘と
行

わ
れ

た
も

の
で
す

。

福
鳥

市
東

部
学

校
給

食
セ

ン
タ

ー

栄
養
士

の

杉
崎

Ｔ
ば
先

生
を
講

師

に
、

白
桃

や
生

ク
リ
ー

ム
を

使
『

た
も
も

の

バ
バ
ロ
ア

モ
ス
コ

ビ
ー
。

き
っ
ま

い
も
の
か
り
ん
と
う

の
二
品
を
。
約
二

時

間

か
け
て

作
り

ま
し

た
。
出

来
Ｌ

か

っ
た
お
や

っ
は

ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア

の

方
々

と

い
っ
し

ょ
に
試
食

し

、
有
意

艇
な

ひ
と
時

を
過

ご
し
ま

し

た
。

・ 子とものおやつは手づくり で

行　事　の　お　知　ら　せ

月 �日 �曜 � 行　　　　　　　　　　　　　　　 事 �月 �日 �曜 � 行　　　　　　　　　　　　　　　 亊

８ �18�

金 �・ 子青て教室自主学習 �

９ �

５ �火 �・町長杯ゲートボール大会

�20�日 �
●ジュニア仲間づくり教室キャンプ研修（～21日） ��７�木�●くにみ女性教室（陶芸グループ）

���●7･育て教室 ��８�金�●子青て教室自土学習

�24�木 �●くにみ女性教室（陶芸グループ） �
�９�土 �

●少年仲問づくり歓室

�25�金 �●了育て教室 ����●ふくしま国体夏季大会（ヽ12日）

�31�木 �●くにみ女性軟室（陶芸グループ） �
�10�日 �

●ふくしま国体デモンス1ヽ レーシコン行事

９ �

１ �金 �

・ 子育て教室自主学習 ����●芹洋子コンサート

���●町長抔ナイターソフトポール大会 ��13�水�●くにみ女性教室研峰旅行

���・阿津賈志学級、成人掌級、女性教室合同防災学習�

�14�木�

●子育て軟室自土学習

�３�Ｕ �●伊達地力スポーツ人会（剣道） ����●くにみ女性教室（陶芸グループ）



わ

だ

い

カ
ッ
パ
た
ち
の
夏
！

国
見
町
教
育
委
員
会
と
国
見
町
敦

育
研
究
会
（
渡
部
正
俊
会
艮
）
が
主

催
す
る
・国
見
町
小
学
校
水
泳
交
歓
会

が
、
七
月
二
十
六
日
に
開
催
さ
れ
、

ま
っ
照
に
日
焼
け
し
た
子
ど
も
た
ら

が
、
タ
イ
ム
を
竸
い
合
い
ま
し
た
。

今
回
は
ド
イ
ツ
か
ら
や
っ
て
き

た
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
貝
も
参
加
し
。

一
緒
に
ス
ポ
ー
ツ
交
流
を
し
ま
し
た
。

イ
ギ
リ
ス
つ
て

ど
ん
な
国

な
ん
で
す
か
？

ｉ Ｈｏ ｗ ａｒｌ ｙｏｕ り 亅

藤
田
小
学
校
（
人
槻
太
校
艮
）
の

六
年
生
と
県
北
中
学
校
で
英
語
桁
導

助
手
を
し
て

い
る
ジ

ー
ア
ン
チ
先
生

か
交
流
会
を
し
ま
し
た
。

「
お
は
よ
う
」
や
「
は
し
め
ま
し

て
」
と
い
っ
た
簡
単
な
英
会
話
を
は

じ
め
、
フ
ル
ー
ツ

ー
バ
ス
ケ

″
卜
と

い
り
た
ゲ
ー
ム
を
し
て
楽
し
い
一
時

を
過

ご
し
ま
し
た
。

最
後
に
、
子
ど
も
た
ち
か
ジ
ョ
ア

ン
ナ
先
生
に
質
問
。。

イ
ギ
リ
ス
つ
て
ど
ん
な
国
で
す
か
？

―
と
っ
て
も
い
い
国
で
す
よ
。
日
本

よ
り
涼
し
い
と
こ
ろ
で
す
。

な
ぜ
髪
の
色
が
違
う
ん
で
す
か
？

－

世
界
に
は
、
い
ろ
い
ろ
な
人
か
い

ま
す
。
Ｈ
の
色
、
髪
の
色
、
肌
の

色
も
違
う
し
。
話
す
こ
と
ば
も
そ

れ
ぞ
れ
で
す
。

日
本
に
來
て
楽
し

い
で
す
か
？

卜
と
っ
て
も
楽
し

い
で
す
よ
、

ど
ん
な
も
ん
だ
い
！

森
江
野
ス
ポ
少

３
位
入
賞

福
島
県
女
子
ジ
ュ
ニ
ア
ソ
フ
ト
ボ

ー
ル
大
会
県
北
地
区
予
選
会
で
準
優

勝
し
、
県
人
会
へ
川
場
し
た
森
江
野

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
か
三
位
人
賞
。

森
江
野
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
は
、
一

昨
年
の
県
大
会
出
場
に
引
き
続
い
て

の
躍
進
。
ま
た
、
国
見
町
の
ス
ポ
ー

ツ
少
年
聞
で
は
、
初
の
快
挙
で
す
。

お
め
で
と
う
’

ｒ熱 戦 』

朧生おめでとう
子 の 名　 保躙翕　 町内会

松祠譱(え り か)佐藤 公彦 官・1 哨
大 已(だ い き)松浦 竈夫 嘱　 舘
哈 菜{れ い をj遠● 和夫 滝　 山
杲 木々(な な み)迪● 侶姐 光 明 ４
観{ の ぞ み}大圓　 敏 本　 町
鑷( あ き らl占田 高志 山崎jl ･舘

湧 破(ゆ う や)浅野 嗔弘 滝　 山
武( た け る)榻本　 学 窮 町 北

郷ll{t λ ご}安
係子 透 泉|11 11

弔 彫{か　lj} 松田 安司 山崎宮勧
光 希(み　 き囘|廸 友乖 蹲淙山北

略婚おめでとう
氏　　 ｉ　　　　 ｌｌ内会

|
佐  載　　　 岩 ｆ 県
賎 隕f,･ ＆!　　　11j 瞬 ｔ

I
武 Ⅲ 吉 弘　　　Q Iu 下
M･ ･lj 災 T 代　　　･y ｉ ｌr

|咄il: 勇j 、　　 碕　 山
韲･f 幸y･　　　s 域原 町

おくやみ申し上lfます
氏　　 名　　 年齢　　 町内会

l
の簡　　 武　　65　　 第　 一一

閖1 賢 次 彌　　69　　 山　 哨
寅 沢 サ キ　　 鮖　　 勦　 九
佐ｸ､問　1丶　ち　　85　　 蜀 十 二
ｘ lll 省 一一一　　 詞　　 山崎宮舘
噺 地 洋 一　　57　　 耕　 谷
國 分 源 二　　83　　 匈　 町
申 吋 誠 子　　51　　 人 町 剛
偬 、・　　 豐　　 ６　　 蓆宗山寰

佐
ａ ギ ン　　91　　 泉lll 上

合 妻 寅 古　　92　　 鶫　 町
仲 野 ｌｙｊ　　 ｓ７　　 泉 田III

心配ごと相談
困--･だことや相談したいことがあるときは

お気軽にどうぞ，秘密は守ります．

鳩所：役場(  2 ) 相畿癩
く東側入ｎからお入りください）

時間：午前９畤から12時まで
８月25u 咄 松浦 輝夫・山内 聴子
9  5  図 斎藤 光夫・小丙 絹ｆ
ｇｊｌＭＭ困 曹野 貿郎一乗瀬 貞子

人口 と 世帯

８月１日現在（ 前月比） ７月中の動き

人　口

男5.724 人（12 ）

女6.1 人（－１）

計11.860 人（－13 ）

世帯数3  は 21戸（士Ｏ）

転人14 人

転出26 人
出生11 人
死亡　12人

編集

雑記
終勦O 年…，

編集・発行　国見町総務課

●憮19 17

1 鳥県伊達廊国見町人字●田字一丁ｌ｡;｡2 の1
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「 位置につい て」『ヨーイＸ ｒスタート 』
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